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改良したシステムの活用 

 □ 改良したシステムを用い，大学生(10名)を対象に， 

ドライバー操作における動作の違いを分析できるか 

検証した。 

 ・ 右手に持ったドライバーを用い，木ネジ（4×20） 

を緩める試験で比較した。 

 ・ ドライバーを手の平で覆うように握る方が，指先 

   で掴むように握るより，緩めるのに時間がかから 

なかった。 

 □ カッターを持つ手指の動きも計測できた。         ドライバー操作計測の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 右手中指の第三関節における角度の推移 

目的 

手指動作は身体動作より動作範囲が狭く，動作を比較した際にその動 

きの違いがわかりにくい。そのため，手指動作を定量的に分析したり， 

比較のために動作を再現したりするシステムを開発した。中学校技術・ 

家庭（技術分野）の授業において，本システムを活用した結果，計測デ 

バイス（Leap Motion）を手指の下に設置し計測しようとした時，Leap  

Motionと手指動作の間に物が重なり，手指が撮影できず活用しにくかっ 

た。そこで，Leap Motion を手指の上に設置し，逆向きにした状態で手 

指動作を計測できるように本システムを改良した。 

 システムの概要 

改良したシステムの概要 

1. データを取得し読み込む。         2. 4つの分析方法へ出力する。 

拡大 

Leap Motion の位置に

合わせ計測できる 

Leap Motion 


